





持つ者に目がいきがちであったが, 最近では, 発達, 精
神, 内部疾患などを持つ者も入学するようになっている.
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概要
本稿は, 本学に在籍していたダウン症をもつ学生が卒業論文を完成させるに至るまでの過程, また, ゼミ担当教員と学習
相談室による指導・支援の実践報告である. 大学教育において, 困難を抱える学生が増え, 適切な配慮や対応が求められて
いる. 抱える困難さは学生によりさまざまであるため, 画一的な対応のみでは不十分であり, 多様な配慮, 幅広い視点での
調整が必要である. 本実践においても, 当該学生の特性を考慮し, 試行錯誤しながら各種の支援を実施した. 具体的には,
情報通信機器を活用した密なコミュニケーション, ワークシートの提供などによる執筆支援等を行い, 一定レベルで機能し
たと思われる. 一方で, 一般的な対応を超えて相当に踏み込んだ支援でもあり, 適切な指導・支援であったのか検討する必














18 年度以降増え続けている. 特に ｢精神疾患・精神障
害｣, ｢病弱・虚弱｣, ｢発達障害 (特に ｢高機能自閉症｣
と ｢ADHD｣)｣ の障害学生数や支援障害学生数の増加
が顕著である. また, ｢精神疾患・精神障害｣ と ｢発達
障害｣ の障害種については, 支援を受けている障害学生
の割合が平成 18 年度から平成 25 年度にかけて, 約 2倍
に増加している.
1.2 ダウン症の特徴
ダウン症は, 医学的には, 第 21 番染色体異常である
とされている. 染色体型はトリソミー型, 転座型, モザ
イク型があり, 第 21 番の常染色体が 3個存在する 21 ト
リソミーが 93%と, 染色体異常疾患の中で最多である.
発生頻度は 0.1％であるが, 40 歳以上の高齢出産の場合
には, より高率となる. 転座型は, 再発率が 10％～20






























































おり, 学生 Aにも渡して活用した (図 1). 日々の予定
などを確認することを目的としたものである. 内容は,







週 2回の学習サポート, 毎週の授業の他, 情報通信機器





学生 Aが 4 年生を迎える直前の 3 月に, 学生相談室


























知的障害は無いとされているが, 抽象的・論理的な思考の弱さは, 明らかに感じられる. 一生懸命に
取り組む姿勢はあるが, マイペースなため, 進むスピードは必然的に遅くなる傾向がある. 自分自身
の気持ちと相反することが出てきたときには, 拒否をする場面もある. その場合, 音信不通となるこ
ともあった. また, 障害の受容について消極的であり, 話題とすること自体を拒むこともあった.
対象期間 20XX年 5月～20XY年 3月 (対象学生の 4年次)
支援内容 論文執筆 (その他, 学生支援センターでは一般講義科目の学習支援も行っている)






ため, ゼミ生向けの一斉連絡が中心であるが, 学生 A
との個別連絡も行われた. しかし, 学生 Aからの反応
が十分には得にくい状況であったため, 以降に示すよう
な対応も行うこととした.




定することとした. 学生 A専用の指導であり, 指導等
の履歴も時系列に蓄積されるため, 学生 Aは指示内容
を何度でも容易に確認することができる.
学生Aは, これまでも学内 SNS に自ら投稿すること
が観察されたため, 論文執筆につながる手がかりとして
の情報が投稿されることも期待した. また, 学生 Aを
励ますための日々の声がかけにも活用した.
卒業論文用の文書ファイルはGoogle Docs (詳細は 3-
3 に記述) で作成・共有し, Google+のコミュニティか
らもアクセスできるようにした. 本共有ファイルは, 学








月中旬より, LINE での連絡も行うこととした. 従来か
ら, メールでの反応が滞りがちになる状況も見られたた
め, 本人が心的な負担も少なく一番容易に使えるという



















め, 学習サポート室で書き出し帳 (図 2) を作成して執
























10 月 調査・研究を進めて執筆する／論文第 1版提出





































ことができる. 従って, 学生 Aが書いている状況を,
遠隔からネットワークを通じてリアルタイムで確認する
ことができる. また, スマートフォンからの利用も可能









































執筆された論文では, 学生 Aが英語で英検準 2 級を
取得し, さらに進んだ学習を進めるまでに至る過程が紹
介されている. ダウン症を持つ当事者として, 障害, 学
習における困難さに向き合いながら, 自身の特徴を踏ま
えた学習方法の工夫なども紹介されている点で評価でき






























(詳細は ｢3.卒業論文の執筆と支援の実態｣ に記述) を
行ったことによって, 執筆が完了したものである.




具体的には, 拾い上げたキーワードから, 学生 Aが表
現したいと思われる文章の案を教員・支援員の方で作成
し, 対面時にコミュニケーションしながら文章を作成す
る, ということを行った. その後の肉付けは学生 Aが
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学生の状況 担当教員・支援員の支援
テーマの検討 自身で検討することは困難 担当教員や支援員と話しながら, 執筆したいテーマ
の具体化を支援する.
内容執筆 自分で書くことは困難 支援員より書き出し帳を提案する. 学生専用の
LINE グループなどを設置する (リマインドの効果
を狙う).
プランニング 計画を立てて進めることが苦手 授業や学習サポートに出席した時に, 執筆・完成に
向けて必要な過程や作業を認識させる.


























業論文を作成した結果, 学生 Aと相談しながら, ゼミ
担当教員, 支援員の方で作成した文章も埋め込まれてい
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・本人, 担当教員と交えて, 執筆計画を練り直す. 進み具
合からしてできるのかという不安があったために, 最終
的に確認を行う.














・提出期限 1 週間前には, 基準の分量からすれば大幅に足
りないということもあったために, 担当教員と双方で,
執筆方法を促しながら援助を行う. 本人にしか書けない
経験の場面のところは, より具体的に丁寧に書くように
促す.
本人の活動しやすい時間は夜ということもあったので, そ
れに合わせて対応する. 時間が深夜に及ぶこともあり, 相
当に追い込みをしながら頑張っている状況であった.
